
中学校（６校）
学校名 開放教室 階数 定員

久留米中学校 会議室 2 ４０人
多目的室 2 １００人

東中学校 図書室 2 ４０人
西中学校 図書室 1 ４０人
南中学校 茶道室 1 ３０人
大門中学校 図書室 1 ６０人

中央中学校 第２音楽室 4 ４０人
図書室 4 ４０人

小学校（3校）
学校名 開放教室 階数 定員
第一小学校 第２音楽室 1 ４０人

第三小学校
プレイルーム 1 ５０人
家庭科室 1 ４０人
第二図工室 1 ４０人

神宝小学校
わかば学級
プレイルーム 1 ２０人

なのはな学級
スマイルルーム 3 2０人

　 　

東久留米の
名木百選紹介
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3

1

4

2

5

会

員

募

集

　
◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留

米
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　
毎
週
火

曜
日
午
後
1
時
〜
3
時
、
南
町

運
動
広
場
で
。
入
会
金
1
0
0

0
円
、
会
費
年
7
0
0
0
円
。

年
齢
・
性
別
・
経
験
不
問
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
明
る
く
楽
し
く

和
気
あ
い
あ
い
で
。
詳
し
く
は

前
原
☎
4
7
2
・
6
4
8
8
へ
。

　
◆
軟
式
野
球
（
少
年
野
球
ド

リ
ー
ム
セ
ブ
ン
）　
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
午
前
8
時
〜
正
午
、

第
七
小
学
校
校
庭
で
。
入
会
金

1
0
0
0
円
、
会
費
月
2
0
0

0
円
。
心
機
一
転
再
始
動
。
新

し
い
チ
ー
ム
づ
く
り
を
親
子
一

緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く

は
前
原
☎
0
7
0
・
5
5
5

5
・
6
4
8
8
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会　
毎

週
月
曜
・
水
曜
・
木
曜
日
と
隔

週
土
曜
日
、
午
前
9
時
〜
正
午
、

白
山
公
園
、
南
町
・
西
部
運
動

広
場
で
。
会
費
年
5
0
0
0
円
。

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
く
健
康
維

持
・
増
進
に
最
適
な
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
詳
し
く
は
松
村

☎
4
7
3
・
5
6
8
6
へ
。

　
◆
丸
実
会
民
謡
部　
第
1
・

第
3
水
曜
日
、
午
後
1
時
〜
4

時
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
1
0
0
0
円
。
尺
八
と

三
味
線
に
合
わ
せ
て
民
謡
の
お

稽
古
。
尺
八
が
米よ

ね

谷や

和わ

水す
い

先
生
、

三
味
線
が
藤
本
秀ひ

で

浙せ
つ

音お
と

先
生
。

詳
し
く
は
高
見
☎
0
9
0
・
8

5
5
8
・
1
6
6
4
へ
。

　
◆
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
（
前

沢
と
き
わ
会
）　
毎
週
木
曜
日

午
前
9
時
半
〜
正
午
、
西
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
1
回

1
0
0
円
。
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン

ス
を
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
せ

ん
か
。
美
人
度
・
健
康
度
ア
ッ

プ
。
詳
し
く
は
鈴
木
☎
0
8

0
・
6
5
2
0
・
1
1
3
3
へ
。

催

し

　
◆
写
真
展
（
東
久
留
米
写
真

同
好
会
）　
4
月
1
日
（
木
）

〜
5
日
（
月
）
午
前
11
時
〜
午

後
5
時
、ス
ペ
ー
ス
1
0
5（
市

役
所
向
か
い
）
で
。
入
場
料
無

料
。
楽
し
い
写
真
展
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
田
寺
☎
0
8
0
・
2
0
5

4
・
8
6
6
4
へ
。

　
◆
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル

（
お
ち
ゃ
わ
ん
リ
サ
イ
ク
ル
の

会
）　
4
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
半
、
市
民
プ

ラ
ザ
屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費

無
料
。
い
ら
な
い
陶
器
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
割
れ
て
い
て
も

Ｏ
Ｋ
。
詳
し
く
は
江
波
☎
4
7

3
・
8
8
1
5
へ
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
就
職
・
進
学
な
ど
、

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
、
自
転
車

を
利
用
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
加
入
状
況
を
確
認
し
、
加
入
し

て
い
な
い
場
合
は
、
万
が
一
の
交

通
事
故
に
備
え
る
た
め
、
自
転
車

保
険
な
ど
に
忘
れ
ず
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
都
都
民
安
全
推
進
本

部
総
合
推
進
部
交
通
安
全
課
☎
0

3
・
5
3
8
8
・
3
1
2
7
へ
。

　
都
内
で
は
、
2
年
4
月
1
日
か

ら
、「
東
京
都
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
改
正
の
施
行
に
よ
り
、

自
転
車
保
険
（
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
な
ど
）
へ
の
加
入
が
義
務
化

学
校
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
は
じ
め
、
関
係
26
団
体
で
実

施
委
員
会
を
組
織
し
、
市
民
ぐ
る

み
の
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
3
月
26
日
（
金
）
〜
4
月
5
日

（
月
）
は
春
の
強
調
期
間
と
し
て
、

各
中
学
校
地
区
単
位
実
行
委
員
会

が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発
用

ポ
ス
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
と
は
、

良
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年
に

は
励
ま
し
の
言
葉
を
、
良
く
な
い

こ
と
や
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
る

青
少
年
に
は
注
意
の
ひ
と
声
を
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日

常
生
活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、
自

己
と
他
人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青

少
年
を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
中

　
【
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記

載
事
項
】①
所
在
地
番
②
家
屋
番

号
③
種
類
④
構
造
⑤
建
築
年
⑥
床

面
積
⑦
価
格

固
定
資
産
の
評
価
替
え

を

行

い

ま

す

　
令
和
3
年
度
は
3
年
に
1
度
の
、

固
定
資
産
の
価
格
の
見
直
し
（
評

価
替
え
）
を
行
う
年
度
で
す
。

①
土
地
の
評
価
替
え
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
1
月
1
日
を
価
格
調

査
基
準
日
と
し
て
地
価
調
査
を
行

い
、
平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
令

和
2
年
1
月
1
日
ま
で
（
地
価
下

落
が
あ
っ
た
場
合
は
令
和
2
年
7

月
1
日
ま
で
）
の
地
価
変
動
が
評

価
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
平
成
29

年
1
月
1
日
時
点
と
比
べ
て
地
価

が
上
昇
し
て
い
る
地
点
が
多
い
た

め
、
評
価
額
が
上
昇
す
る
土
地
が

多
く
な
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
令
和
3
年
度
に
限
り
、

前
年
か
ら
変
化
の
な
い
土
地
に
つ

い
て
は
、
評
価
額
が
上
昇
し
た
場

合
も
原
則
と
し
て
令
和
2
年
度
の

〜
午
後
5
時

　
【
縦
覧
場
所
】課
税
課
（
市
役
所

2
階
）

　
【
縦
覧
対
象
者
】固
定
資
産
税
の

納
税
者
（
3
年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
、

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
方
）、

そ
の
納
税
管
理
人
お
よ
び
代
理
人

（
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要
で

す
）。

　
【
申
請
方
法
】課
税
課
窓
口
で
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー

ド
、
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
健
康
保

険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

　
【
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記

載
事
項
】①
所
在
地
番
②
地
目
③

地
積
④
価
格

土
地
・
家
屋
の
価
格
等

縦
覧
帳
簿
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

評
価
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
た
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
、
市
長
が
そ
の
価
格
等
を
決

定
し
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
し
ま
す
。
縦
覧
と
は
、
こ
の
登

録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
、
固
定

資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
納
税

者
が
他
の
土
地
お
よ
び
家
屋
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
価
格
が
適

正
で
あ
る
か
を
確
認
で
き
る
制
度

で
す
。
納
税
者
は
、固
定
資
産（
土

地
・
家
屋
）
の
価
格
が
記
載
さ
れ

た
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
縦
覧
期
間
】土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
4
月
1
日
（
木
）
〜

5
月
31
日
（
月
）
の
午
前
8
時
半

税
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

②
家
屋
の
評
価
替
え
に
つ
い
て

　
在
来
分
家
屋
に
つ
い
て
、
建
築

物
価
の
動
向
が
考
慮
さ
れ
た
新
し

い
評
価
基
準
に
よ
っ
て
評
価
の
見

直
し
を
行
い
、
こ
れ
に
建
築
時
か

ら
の
年
数
の
経
過
に
応
じ
た
減
価

率
を
反
映
し
、
令
和
3
年
度
の
家

屋
の
評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
評
価
替
え
に
よ
っ
て

算
出
し
た
価
格
が
前
年
度
の
評
価

額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
前
年
度

の
評
価
額
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
明
細
書
・

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

　
令
和
3
年
度
の
課
税
明
細
書
・

納
税
通
知
書
を
5
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
・
家
屋
資
産
税
係
☎
4
7
0
・

7
7
7
7
（
内
線
2
3
3
8
・
2

3
3
9
・
2
3
4
1
〜
2
3
4

4
）
へ
。

現
金
納
付
が
38
万
3
8
1
0
円

（
毎
月
払
い
よ
り
1
万
4
5
9

0
円
の
割
引
）

　
※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

の
前
納
の
保
険
料
額
は
現
金
納

付
と
同
じ
金
額
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
0
4
2
2
・
5
6
・
1
4

1
1
へ
。

月
分
ま
た
は
10
月
〜
4
年
3
月
分

ま
で
が
対
象
）
＝
口
座
振
替
が
9

万
8
5
3
0
円
（
毎
月
払
い
よ
り

1
1
3
0
円
の
割
引
）、
現
金
納

付
が
9
万
8
8
5
0
円
（
毎
月
払

い
よ
り
8
1
0
円
の
割
引
）

　
②
1
年
前
納
（
4
月
〜
4
年
3

月
分
ま
で
が
対
象
）
＝
口
座
振
替

が
19
万
5
1
4
0
円
（
毎
月
払
い

よ
り
4
1
8
0
円
の
割
引
）、
現

金
納
付
が
19
万
5
7
8
0
円
（
毎

月
払
い
よ
り
3
5
4
0
円
の
割

引
）

　
③
2
年
前
納
（
4
月
〜
5
年
3

月
分
ま
で
が
対
象
）
＝
口
座
振
替

が
38
万
2
5
5
0
円
（
毎
月
払
い

よ
り
1
万
5
8
5
0
円
の
割
引
）、

3

年

度

の

国
民
年
金
保
険
料
の

額
が
確
定
し
ま
し
た

　
定
額
保
険
料
は
4
月
分
か
ら

1
カ
月
1
万
6
6
1
0
円
に
な

り
ま
す
。（
付
加
保
険
料
は
1

カ
月
4
0
0
円
）。

前

納

金

額

　

①
6
カ
月
前
納
（
4
月
〜
9

宅
地
近
く
の
落
ち
葉
掃
き
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
向
山

緑
地
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
豊
か
な

自
然
の
中
に
あ
る
植
物
の
観
察
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
団
体
会
員

と
し
て
、
学
校
法
人
自
由
学
園
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

子
ど
も
園
も
所
属
し
て
お
り
、
環

境
教
育
へ
の
貢
献
も
し
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
「
向
山

緑
地
若
返
り
事
業
」
に
お
い
て
は
、

市
と
協
力
し
、
向
山
緑
地
の
若
返

り
を
進
め
る
べ
く
、
積
極
的
に
話

し
合
い
の
場
を
持
ち
、
向
山
緑
地

を
よ
り
よ
い
環
境
と
す
る
た
め
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
市
の
自
然
環
境
を

守
る
た
め
、
市
と
協
定
を
結
ぶ
な

ど
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し

て
い
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　
環
境
政
策
課
で
は
、
そ
う
し
た

活
動
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
4
7
0
・
7

7
5
3
へ
。

向
山
緑
地
・
立
野
川
勉
強
会

　
「
向
山
緑
地
・
立
野
川
勉
強
会
」

は
、
市
の
公
園
で
あ
る
向
山
緑
地

公
園
を
中
心
と
す
る
向
山
緑
地
・

立
野
川
源
流
域
の
保
全
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
ま
た
、

向
山
緑
地
公
園
の
自
然
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
公
園
と
し
て
の
機
能

を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
、
園
路

の
周
り
へ
の
「
そ
だ
柵
」
の
設
置

や
、
公
園
内
の
笹
刈
り
、
ま
た
住

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議
水

と
み
ど
り
部
会
で
は
、
平
成
29
年

6
月
に
、
市
民
公
募
に
よ
る
「
東

久
留
米
の
名
木
百
選
」
を
選
定
し

ま
し
た
。

　
選
定
さ
れ
た
1
0
0
本
の
名
木

を
広
報
紙
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

順
番
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
1
0
0
本
目
を
ご
紹
介
し

て
、
広
報
紙
で
の
掲
載
を
終
わ
り

ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
上
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）で
は
、こ
れ
ま
で
ご
紹
介

し
た
名
木
す
べ
て
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
ご
注
意
】私
有
地
へ
の
立
ち
入

り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
4
7

0
・
7
7
5
3
へ
。

→
№
98　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
▼
場

所
＝
南
沢
緑
地
保
全
地
域
中
央
広

場
▼
選
定
理
由
＝
12
月
中
旬
の
紅

葉
が
美
し
い
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
。
秋

を
彩
る
紅
葉
の
代
名
詞

→
№
97　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
▼
場

所
＝
米
津
寺
六
角
堂
前
▼
選
定
理

由
＝
六
角
堂
の
前
に
デ
ン
と
腰
を

下
ろ
し
、
お
堂
を
守
護
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
モ
ミ
ジ

→
№
99　

▼
樹
種
＝
モ
ミ
ジ
バ
ス

ズ
カ
ケ
▼
場
所
＝
第
七
小
学
校
校

舎
西
側
▼
選
定
理
由
＝
複
数
の
幹

が
立
ち
上
が
る
美
し
い
巨
樹
。
別

名
プ
ラ
タ
ナ
ス
。
秋
に
丸
い
実
が

な
る

→
№
1
0
0　

▼
樹
種
＝
ラ
ク
ウ

シ
ョ
ウ
▼
場
所
＝
自
由
学
園
内
▼

選
定
理
由
＝
湿
地
に
生
え
る
た
め

地
上
に
気
根
を
出
す
。
北
ア
メ
リ

カ
原
産
で
別
名
ヌ
マ
ス
ギ

3
月
1
日
か
ら
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
6
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
新
規
登
録
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
【
開
放
教
室
】左
表
の
通
り

　
【
対
象
団
体
】会
員
の
半
数
以
上

　
市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
、
市
内
小
・
中
学
校
の
一
部

の
教
室
を
開
放
し
ま
す
。

　
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
で
4

月
以
降
も
引
き
続
き
利
用
す
る
場

合
は
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

が
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
組
織
す
る
5
人
以
上
の
団
体

　
【
使
用
料
】免
除

　
【
必
要
書
類
】団
体
の
規
約
ま
た

は
会
則
と
名
簿

　
※
利
用
す
る
際
は
、
団
体
登
録

後
に
直
接
利
用
す
る
学
校
で
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎
4
7
0
・
7
7
8
4
へ
。

３年度　学校開放教室一覧
※開放時間はいずれの学校も平日が午後6時～9時、土曜・
日曜日、祝日と春・夏・冬の長期休業日が午前9時～午
後9時。ただし、学校休業日と年末年始は開放しません。

　市と東久留米市商工会では、令和2年の市制施行50周年記
念事業として、マンガ「ブラック・ジャック」に登場するキャ
ラクターをモチーフとしたデザインマンホール蓋5枚とモ
ニュメント（銅像）を製作、設置しました。
　作者であるマンガ界の巨匠・手塚治虫先生は、精力的な制
作活動の傍ら、さまざまな活動を通じて日本アニメ・マンガ
界の発展にご尽力されました。
　昭和55年から逝去されるまでの約10年間を東久留米で過ご
されましたが、病魔が襲った後もその制作意欲が衰えること
はなく、没後30年が経過した今もなお「マンガの神様」とし
て世界中から称えられています。

　昭和58年、東久留米市の成人式にご登壇いただいた際には、新成人たちに「好奇心を持て。面
白いと思ったら道草をしてでも首を突っ込め」と語りかけ、その言葉どおり、自身もマンガ家と
して多忙を極めるなかで医師免許を取得しました。
　マンガ「ブラック・ジャック」は、そんな自身の生き方から生み出された作品のひとつであり、
その生き方や功績を称え、市制施行50周年を機に、記念事業のモチーフとして選定しました。
　銅像やマンホール蓋を観覧・撮影される場合は、通行の妨げにならないようご注意ください。
　詳しくは産業政策課☎470・7743へ。

▲市ホームページ
　QRコード「マンガ
　『ブラック・ジャック』
　を通じた東久留米市
　の地域振興について」

　
こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
、
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ
の
励
ま

し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
時
に
は

注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛
の
ひ
と
声

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
4
7
0
・
7
7
3
5

へ
。

ブラック・ジャック▶

▲ブラック・ジャック
　&ドクター・キリコ

▲ピノコ

▼ブラック・ジャック&ピノコ

◀ブラック・ジャック

▲手塚治虫先生

マンホール蓋設置場所

▼

ブラック・ジャック
　&ピノコ

曜
〜
金
曜
日
）
勤
務
（
時
間
・
曜

日
な
ど
応
相
談
）

　
【
勤
務
場
所
】児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー 

わ
か
く
さ
学
園

　
【
勤
務
内
容
】①
主
と
し
て
わ
か

く
さ
学
園
に
通
う
医
療
的
ケ
ア
対

象
児
を
含
む
園
児
の
健
康
管
理
、

傷
病
対
応
な
ど
②
わ
か
く
さ
学
園

セ
ン
タ
ー
事
業
の
中
で
の
発
達
に

か
か
わ
る
相
談
や
検
査
な
ど

　
【
応
募
資
格
】①
看
護
師
資
格
を

有
す
る
方
②
公
認
心
理
士
や
臨
床

発
達
心
理
士
、
臨
床
心
理
士
な
ど

心
理
士
の
資
格
を
有
す
る
方

　
【
報
酬
な
ど
】①
時
給
1
5
4
0

円
②
時
給
1
8
0
0
円
（
別
途
、

交
通
費
相
当
額
と
期
末
手
当
の
支

給
は
市
の
規
定
に
よ
る
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
同
学
園

☎
4
6
7
・
3
2
7
5
（
南
沢
4

ノ
7
ノ
18
）
へ
。

わ

か

く

さ

学

園

①
看
護
師
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）・

②
心
理
士
（
専
門
職
）

　
【
任
用
期
間
】4
月
1
日
〜
4
年

3
月
31
日
（
再
度
任
用
の
場
合
あ

り
）

　
※
任
用
の
開
始
期
は
4
月
1
日

か
ら
随
時
で
応
相
談
。

　
【
勤
務
日
時
】 

①
午
前
8
時
半

〜
午
後
3
時
半
の
う
ち
5
時
間
、

週
3
日
程
度
（
月
曜
〜
金
曜
日
）

勤
務
（
応
相
談
）
②
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
の
7
時
間
、週
1
日（
月

3

　市と東久留米市商工会では、令和2年の市制施行50周年記
念事業として、マンガ「ブラック・ジャック」に登場するキャ
ラクターをモチーフとしたデザインマンホール蓋5枚とモ

　作者であるマンガ界の巨匠・手塚治虫先生は、精力的な制
作活動の傍ら、さまざまな活動を通じて日本アニメ・マンガ

　昭和55年から逝去されるまでの約10年間を東久留米で過ご
されましたが、病魔が襲った後もその制作意欲が衰えること
はなく、没後30年が経過した今もなお「マンガの神様」とし

　昭和58年、東久留米市の成人式にご登壇いただいた際には、新成人たちに「好奇心を持て。面
白いと思ったら道草をしてでも首を突っ込め」と語りかけ、その言葉どおり、自身もマンガ家と

　マンガ「ブラック・ジャック」は、そんな自身の生き方から生み出された作品のひとつであり、
その生き方や功績を称え、市制施行50周年を機に、記念事業のモチーフとして選定しました。
　銅像やマンホール蓋を観覧・撮影される場合は、通行の妨げにならないようご注意ください。

▼

ブラック・ジャック
　&ピノコ

登場キャラクターの
デザインマンホール蓋・モニュメントを製作しました

登場キャラクターのマンガ「ブラック・ジャック」
デザインマンホール蓋・モニュメントを製作しました
マンガ「ブラック・ジャック」

自
転
車
保
険
な
ど
へ
の

加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す

市
内
の
自
然
環
境
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す

小
・
中
学
校
の
開
放
教
室
を
利
用
す
る
団
体
は

登
録
の
更
新
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
　
春
の
強
調
期
間
」

〜
青
少
年
健
全
育
成
の

　
　
　
　
呼
び
か
け
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

▲銅像の建造場所
　（本町1－4〈東久留米駅
　西口ロータリー〉）

53.　3.　15 43.　3.　15
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。


